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水圧鉄管円周継手の健全性評価（目違い継手） 

１． はじめに 

関西電力殿では，水圧鉄管や水路橋などの水力発電所土木設備について，個々の技術者判断に依存せず客観的

な評価ができる劣化診断手法を導入し運用している．現在，さらに高い技術レベルでの評価や効率化をめざし，

この劣化診断手法の再構築が進められている．当社では，これらの作業の一翼を担わせて頂いており，更新され

た劣化診断手法は順次基準化され運用を開始している．本報では，このうち水圧鉄管円周方向継手の健全性評価

に関して検討を加えた内容を紹介する． 

 

２． 検討概要 

水圧鉄管を溶接接合する際，発電所の急傾斜地など，

施工条件が悪い場合，図１に示すように鉄管がズレをも

って接合される場合がある．このような形状不良を持つ

継手を，一般的には段違い継手や目違い継手と称する．

水門鉄管技術基準（溶接・接合編 第28条1）では，こ

れらのズレ量（目違い量）に制限値を設けているものの，

目違いに起因する応力の評価方法は示していない．目違

い量が制限値を超えていても，目違い部分に生じる応力

が許容応力以内であれば，構造安全性には問題ないこと

から，具体的な応力評価方法の検討着手に至ったもので

ある．検討に際し，まず目違い継手の断面形状を整理し

た．この時，ある程度特殊な断面も考慮し，図２に示す

３種類のグループに分類した．また，目違い量と板厚と

の比を「目違い比 η」と定義し，ηを指標とする応力

評価法の構築を目指した．検討は，FEM による応力解析

を中心に，目違いを有する試験体での引張試験なども行

った．引張試験で得られたひずみとFEM解析結果との比

較を図３に示す．図は片面特殊断面での結果であり，両

者は良好に対応している．また，この傾向は，他の２つ

のグループでも同様であった．検討の結果，目違い継手

部には，曲げによる軸方向応力の増加とともに付加的な

せん断力が生じることを明らかとなった．また，図４に

示すように，目違い比ηを指標とする簡単な応力評価式

を提案した． 

 

３．まとめ 

本検討業務は，構造解析技術，計測・試験技術，材料

調査技術など，当社の保有技術を活用して取り組んだも

のである．検討結果は，関西電力殿の水圧鉄管管理要綱

準則（平成21年2月17日版）に基準化され，運用が開

始されている．検討のより詳しい内容については，社団

法人・水門鉄管協会の機関紙，「水門・鉄管」の第 234

号に関西電力殿と，当社との連名による論文が掲載され

ているので参照されたい． 

 

（技開 松田） 

Y

Z X 

X：管軸方向
Y：半径方向
Z：円周方向

鉄管内面 
円周方向継手
における目違い  

図１ 円周継手の目違い 

両面標準 片面標準 片面特殊

内面

外面
ルート間隔 2.5mm 2.5mm 0mm
開先角度 60° 60° 60°
溶接金属の盛付 45° 45° 45°

目違い形状

図２ 目違い継手形状の３グループ 
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図３ FEM解析と引張試験との比較 
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図４ 目違い比ηと軸方向応力の増加度の関係 


